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・
奮
豊
繭
箋
山
開

　
遠
方
よ
り
旧
友
の
来
訪
を
受
け
た
り

手
紙
を
頂
く
と
大
変
嬉
し
い
。

　
よ
く
無
信
は
元
気
の
う
ち
と
云
わ
れ

る
が
、
私
の
友
に
筆
無
精
の
男
が
い
て
、

年
始
状
さ
え
出
さ
な
い
ば
か
り
か
、
何

年
に
一
度
し
か
手
紙
を
記
さ
な
い
の
で

あ
る
が
、
た
だ
困
難
な
問
題
に
直
面
し

た
り
す
る
と
頻
繁
に
訪
ね
て
来
る
。

　
そ
し
て
近
況
報
告
よ
り
始
ま
り
、
延

々
と
長
口
舌
を
労
し
、
対
す
る
私
の
都

合
や
予
定
に
関
係
な
く
愚
痴
を
こ
ぼ
し

て
帰
る
の
で
あ
る
。
帰
っ
た
あ
と
、
心

身
共
に
疲
労
し
、
困
る
の
で
あ
る
が
、

反
面
友
に
と
っ
て
は
重
要
な
役
割
り
を

果
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
近
頃
よ
く
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
、
人
間
関
係
の
重
要
性
を
主
張
さ
れ

て
い
る
が
、
身
近
な
問
題
と
し
て
、
友

と
何
日
か
話
し
合
う
時
間
を
持
つ
事
が

出
来
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
。

孝
道
山
・
　
　
　
…

　
　
仏
舎
利
殿
　
　
…

　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
　
…
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来
月
2
4
日

　
第
二
十
九
回
・
全
日
本
仏
教
徒
会
議
北
海
道

大
会
開
催
に
向
け
て
、
全
仏
事
務
総
局
で
は
、

現
在
、
組
織
局
を
中
心
に
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
日
時
　
昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
九
時
～
＋
七
時

　
場
所
　
西
本
願
寺
札
幌
別
院

　
　
　
　
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
九

　
　
　
　
〇
一
一
一
六
一
一
一
九
三
二
二

　
　
　
　
地
下
鉄
・
西
十
八
丁
目
駅
下
車

　
ま
た
、
北
海
道
仏
教
連
盟
の
松
井
義
海
会
会

長
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
文
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
「
昨
秋
、
全
仏
会
議
に
お
い
て
、
本
年
六
月
二

十
四
日
を
期
し
て
第
二
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
が
道
都
札
幌
に
き
ま
り
、
西
本
願
寺
札
幌

別
院
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　
本
道
は
開
拓
以
来
日
尚
浅
く
、
本
州
に
比
し

て
、
気
候
、
風
土
、
生
活
を
異
に
し
、
仏
教
文

化
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
特
に
発
展
途
上
の
仏
教

会
組
織
．
も
遅
々
た
る
現
状
で
あ
っ
て
、
そ
の
充

実
を
当
会
議
に
期
待
す
る
の
が
地
元
全
寺
院
の

願
い
で
あ
り
、
素
朴
な
人
情
と
と
も
に
美
し
い

自
然
を
誇
る
好
季
に
多
数
の
御
来
道
を
お
待
し

て
い
ま
す
。
合
掌
」

　
な
お
、
参
加
申
込
、
お
問
合
せ
は
全
仏
・
組

■

北
海
道
大
会

織
部
ま
で
。

　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
前
日
の
六
月
二
十
三
日
（
水
）
の
夕
方
に
は
、

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本

仏
教
徒
委
員
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
規
約
案
を
承
認

　
第
九
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
は
、
四
月
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会

館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
五
月
二
十
六
日
に
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
全
土
理
事
会
に
、
承
認

を
受
け
る
た
め
に
提
出
す
る
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復

興
日
本
仏
教
徒
委
貝
会
規
約
」
案
に
つ
い
て
、

最
終
的
に
検
討
す
る
の
が
、
主
な
議
題
で
あ
っ

た
。　
委
員
会
は
、
四
月
一
日
に
、
事
務
局
と
小
委

員
会
曲
解
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
草
案
を
も
と
に
、

熱
心
に
討
議
し
た
結
果
、
理
事
会
に
提
出
す
る

規
約
案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

山
本
杉
、
貝
山
宣
泰
、
岩
崎
宗
秀
、
稲
田
三
界
、

樹
谷
淳
宣
、
加
藤
海
晃
、
塩
入
亮
達
、
新
村
正

幸
、
英
良
智

北海道大会全日本仏教徒会議第29回

●会議ご参加の方は下記の5コースの中々らお選

び下さい。

④コース（会議参加のみ）

　　　6月23日賦（1泊2日）費用54，500円

⑧コース（会議参加のみ）

　　　6月23日発（2泊3日）費用62，000円

〔開催日時〕 昭和57年6月24日（木）

AMO9：00～PM17：00

〔開催場所〕札幌市西本願寺別院

〔参加申込締切日〕

　　　　　　昭和57年5月31日（月）

◎コース（札幌近郊のお寺と積丹・支笏・洞爺）

　　　6月23日発（4泊5日）費用97，000円

⑪コース（道央のお寺）

　　　6月23日発（4泊5日）費用97，000円

㊤コース（道東）

　　　6月23日発（4泊5日）費用110，000円

※C、D、　Eのコースについては、30名様以上に

　て催行いたします。

〔参加申込・お問合せ先〕

●（財全日本仏教会大会事務局

　　　　〒105東京都港区芝公園4－7－4

　　　　　　TEL：03（437）9275

●日通航空秋葉原旅行支店

　　　　〒101東京都千代田区外神田3－12－9
　　　　　　「第29回全日本仏教会旅行事務局」

　　　　　　　担　当：中村・伊東

　　　　　　　　TEL：03（253）3478
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情
報
化
時
代
の
教
化
伝
道

教
化
担
当
者
会
議
開

　
一
般
の
会
社
や
官
庁
な
ど
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
情
報
機
器
導
入
が

進
む
中
で
、
「
情
報
化
時
代
の
教
化
伝
道
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
六
回
教
化
担
当
者
会
議
が
、
去
る

三
月
二
十
六
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
半
の
開
会
式
で
は
、
藤
原
事
務
次

長
が
三
帰
依
文
唱
和
、
挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後

た
だ
ち
に
武
藤
義
一
埼
玉
工
大
副
学
長
の
基
調

講
演
に
移
っ
た
。

　
「
情
報
化
時
代
の
教
化
伝
道
」
と
い
う
題
で
武

藤
博
士
は
、
ま
ず
教
化
を
行
っ
て
い
く
上
で
、

新
し
い
情
報
機
器
導
入
が
必
然
で
あ
る
こ
と
を

説
き
、
次
の
よ
う
に
講
演
し
た
。

　
「
情
報
の
原
点
は
宗
教
で
あ
り
、
教
団
で
あ
る

と
思
う
。
こ
れ
は
洋
の
東
西
を
通
じ
て
同
じ
で

あ
る
。
仏
教
に
し
て
も
イ
ン
ド
の
恐
ら
く
数
方

所
の
地
方
語
で
語
ら
れ
た
教
え
が
、
ど
う
し
て

全
世
界
に
拡
ま
る
の
か
。
こ
れ
が
情
報
の
原
点

で
あ
り
、
教
化
の
原
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

情
報
機
器
の
駆
使
は
む
し
ろ
教
団
が
主
導
的

役
割
を
果
た
し
、
そ
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
っ
て

マ
ス
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
波
及
し
て
ゆ

く
と
い
う
姿
が
、
む
し
ろ
、
本
来
的
な
の
で
あ

る
」
　
昼
食
休
憩
の
後
、
午
後
か
ら
は
、
実
際
に
様

々
な
情
報
機
器
を
活
用
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら

事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

〈

　
ま
ず
、
秋
山
秀
海
師
が
「
真
言
宗
豊
山
派
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

同
派
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
経
過
に

つ
い
て
発
表
。
仏
教
教
団
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
利
用
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
点
を
注
意
し
た

ら
よ
い
か
、
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
た
体

験
を
ふ
ま
え
て
の
、
貴
重
な
報
告
だ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
貝
山
宣
昭
師
（
日
蓮
宗
）
が
、

「
寺
院
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
」
と
題
し

て
、
自
坊
で
使
用
中
の
機
種
名
を
具
体
的
に
あ

げ
な
が
ら
、
本
山
ク
ラ
ス
か
ら
一
般
の
寺
院
ま

で
、
寺
の
規
模
に
応
じ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
入
れ
れ
ば
、
ど
ん
な

点
が
便
利
に
な
る
か
、
詳
細
に
説
明
し
た
。

　
最
後
に
、
．
「
ビ
デ
オ
を
使
っ
た
教
化
伝
道
」
を

テ
ー
マ
に
、
真
言
宗
豊
山
派
・
保
育
連
合
会
会

長
の
杉
村
祐
之
師
が
、
ビ
デ
オ
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
製

作
の
「
お
し
ゃ
か
さ
ま
」
を
中
心
に
、
8
ミ
リ

映
画
や
ス
ラ
イ
ド
に
か
わ
る
新
し
い
器
材
と
し

て
の
ビ
デ
オ
を
、
伝
道
や
幼
児
教
育
に
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
、
熱
を
こ
め
て
語
ら
れ
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
、
討
議
並
び
に
情
報
交
換

へ
移
り
、
会
場
か
ら
も
、
様
々
な
質
問
や
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
午
後
四
時
、
閉
会
式
。
藤
原
事
務
次
長
の
挨

拶
で
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。
こ
の
日
は
、

各
宗
派
・
団
体
か
ら
約
六
十
人
の
出
席
者
が
あ

り
、
情
報
化
が
急
激
に
進
行
す
る
中
で
、
こ
れ

か
ち
の
伝
道
教
化
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
熱
心
に

模
索
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

税
務
委
員
会
て

基
本
通
達
問
題

　
第
六
回
税
務
委
貝
会
は
、
去
る
三
月
三
十
日

午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
、

豊
田
総
務
局
長
、
鈴
木
税
務
委
員
長
挨
拶
の
後

議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
基
本
通
達
問
題
点
に
つ
い
て
要
望
書
原

案
の
検
討

　
事
務
局
案
を
検
討
し
、
一
部
訂
正
し
て
了
承
。

後
日
、
国
税
庁
へ
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
（
別

掲
）
。
　
二
、
都
道
府
県
仏
の
税
務
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

の
検
討

．
要
望
書

国
税
庁
へ
出
す

　
全
国
各
地
で
、
寺
院
に
対
す
る
税
務
調
査
・

指
導
が
き
び
し
く
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全

仏
と
し
て
詳
細
な
デ
ー
タ
ー
を
集
め
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に

実
施
さ
れ
て
い
る
調
査
・
指
導
等
に
つ
い
て
は
、

各
県
仏
に
対
し
、
よ
く
注
意
す
る
よ
う
指
示
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
な
お
税
務
委
貝
会
で
は
、
税
務
当
局
か
ら
の

照
会
書
、
調
査
書
な
ど
が
手
に
入
っ
た
ら
、
コ

ピ
ー
し
て
全
仏
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
希

望
し
て
い
る
。

8ΩN5罵 量

京セラ

太陽の恵みを灯にかえる 太陽コ＝ネルギー灯

●火災の心配がありません●配線工事がいりません 絆しい資料を送付致します。下記までご連絡ください。

●豊富なデザインがそろっています。
恍笂dの心配がなく災害時でも安心です。
恷實@にふさわしい清浄な環境を生み出します。

　　疑てし遇い張衆に鰹風する

謨Zセラミ照騒ii
京セデサンオブサン。太陽エネルギー灯は、太陽電池の働きによって日 本　　社〒607京繍市山科区東野”止町52－11
中の太陽光エネルギーを夜間の屋外照明に変換する画期的な照明ですも 関西営集翫　TELO75－592－3851（大代髭）

寺院境内の照明をはじめ公園灯、防災灯、街路灯などクリーンで新しい灯と 営　桑　漸　東　京ω3）274－1551
@　　　名爵風（052》561－0677

して全国各地で設置され、地域社会のシンボルとなっていま丸太陽のめぐ 広　島（0822）2？一6397

みを灯にかえる太陽エネルギー灯を、寺院環境の整備にご検討ください。
福　岡（092）472－6937

ｫ児島（0992）52－6360
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…
国
税
庁
へ
の
要
望
書
（
内
容
）
　
…
’

…
　
　
二
つ
の
通
達
の
廃
止
を

　
第
六
回
税
務
委
員
会
の
決
定
に
基
き
、
去
る

四
月
二
十
日
、
次
の
よ
う
な
要
望
書
が
、
全
仏

よ
り
国
税
庁
に
提
出
さ
れ
た
。

　
　
国
税
庁
長
官

　
　
渡
　
部
　
周
　
治
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
理
　
事
長
　
　
本
多
賢
純

　
　
　
　
　
　
　
税
務
委
貝
長
　
　
鈴
木
霊
孝

　
　
「
法
人
税
基
本
通
達
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

　
⑦
一
五
－
ロ
ー
一
（
公
益
法
人
等
の
本
来
の

事
業
が
収
益
事
業
に
該
当
す
る
場
合
）

　
＠
一
五
ー
ニ
ー
一
四
（
公
益
法
人
等
の
確
定

申
告
書
の
添
付
書
類
）

　
上
記
、
二
通
達
の
廃
止
を
求
め
る
要
望
書
」

　
一
、
法
人
税
法
に
お
い
て
、
公
益
法
人
等
の

行
う
収
益
事
業
と
認
定
さ
れ
る
以
外
の
所
得
に

つ
い
て
は
、
法
人
税
を
課
さ
な
い
と
の
規
定
は
、

民
間
の
公
益
事
業
の
育
成
に
そ
の
大
き
な
ね
ら

い
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
法
人
等
と
し
て
、
一
口
に
税
法
上
、
他

の
法
人
と
同
一
に
扱
わ
れ
て
い
る
宗
教
法
人
に

と
っ
て
も
、
宗
教
法
人
本
来
の
目
的
達
成
の
為

の
事
業
か
ら
得
た
収
入
は
非
課
税
と
い
う
原
則

は
法
人
税
法
に
そ
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
二
、
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
法
人
に
と
っ
て

非
課
税
の
問
題
は
、
単
に
非
課
税
と
い
う
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
宗
教
活
動
の
浮
沈
そ
の
も
の
に

か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

即
ち
明
治
以
後
の
国
と
宗
教
と
の
係
り
合
い
の

歴
史
の
中
で
生
れ
て
き
た
宗
教
法
人
へ
の
非
課

税
措
置
は
、
実
は
憲
法
に
規
定
す
る
「
信
教
の

自
由
」
・
「
政
教
分
離
」
の
原
則
を
具
体
的
に
う

ら
づ
け
る
政
策
上
の
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
如
く
、
宗
教
法
人
は
宗
教
の
教
義

を
ひ
ろ
め
儀
式
行
事
を
行
い
、
信
者
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。
法

人
税
法
第
七
条
に
お
い
て
は
、
収
益
事
業
か
ら

生
じ
た
所
得
以
外
に
は
法
人
税
を
課
さ
な
い
と

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
宗
教
法
人
が
そ
の

目
的
達
成
の
た
め
に
行
う
宗
教
活
動
は
多
様
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
既
に
こ
の
活
動

の
内
の
あ
る
部
分
は
収
益
事
業
と
認
定
さ
れ
、

課
税
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
税

法
上
収
益
事
業
と
認
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
活
動

も
本
来
収
益
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
宗

教
法
人
の
目
的
達
成
の
た
め
不
可
欠
な
活
動
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。　
世
間
で
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
一
部
宗
教
法

人
の
目
に
余
る
行
為
は
、
我
々
と
し
て
も
許
容

で
き
る
も
の
で
な
く
自
省
の
材
料
と
し
て
受
け

と
め
て
お
り
ま
す
が
、
課
税
当
局
に
お
か
れ
て

も
一
部
宗
教
法
人
の
不
当
な
行
為
を
是
正
す
る

た
め
の
税
務
行
為
が
、
宗
教
法
人
本
来
の
目
的

達
成
の
為
の
宗
教
活
動
へ
の
介
入
に
な
ら
ぬ
よ

・
う
十
分
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
三
（
か
か
る
視
点
か
ら
今
回
の
公
益
法
人
等

の
基
本
通
達
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
益
法
人
等
の
非
課
税
の
基
本
は
、
そ
の
公
益

性
に
あ
る
と
い
う
法
人
税
法
の
趣
旨
を
全
く
捨

象
し
、
単
に
収
益
事
業
の
観
念
か
ら
の
み
公
益

法
人
の
行
う
収
益
事
業
を
見
直
し
て
い
る
点
に

大
い
に
疑
問
を
感
ず
る
と
共
に
、
収
益
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
拡
大
さ
れ
て
い
る

点
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
新
設
の
通
達
「
一
五
一
一
一
一
」
、
「
一

五
－
二
一
一
四
」
に
つ
い
て
は
、
税
務
指
導
の

実
施
に
あ
た
っ
て
、
収
益
事
業
で
あ
る
か
否
か

の
判
断
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
税
務
行
政
が
宗
教

活
動
そ
の
も
の
に
関
与
し
て
く
る
危
険
性
が
ぬ

ぐ
い
さ
れ
ず
、
我
々
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
故
、
こ
こ
に
両
通
達
の
廃
止
を
要
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
四
、
今
後
の
宗
教
法
人
に
対
す
る
税
務
行
政

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
宗
教
法
人
の
意
見
を

十
分
聴
取
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
と

共
に
宗
教
法
人
法
第
八
十
四
条
に
示
さ
れ
る
宗

教
法
人
の
宗
教
上
の
特
性
及
慣
習
を
尊
重
し
、

信
教
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
注
）
一
五
一
一
一
一
　
公
益
法
人
等
（
人
格

の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
同
じ
）
が
令
第
五
条
第
一
項
各
号
（
収
益
事

業
の
範
囲
）
に
掲
げ
る
事
業
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
業
を
営
む
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の

営
む
事
業
が
当
該
公
益
法
人
等
の
本
来
の
目
的

た
る
事
業
で
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
事

業
か
ら
生
じ
る
所
得
に
つ
い
て
は
法
人
税
が
課

さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

　
一
五
－
二
一
一
四
　
公
益
法
人
等
又
は
人
格

の
な
い
社
団
等
が
法
第
七
四
条
第
二
項
（
確
定

申
告
書
の
添
付
書
類
）
の
規
定
に
よ
り
確
定
申

告
書
に
添
付
す
る
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

等
の
書
類
に
は
、
当
該
公
益
法
人
等
又
は
人
格

の
な
い
社
団
等
が
行
う
収
益
事
業
以
外
の
事
業

に
係
る
こ
れ
ら
の
書
類
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
留

意
す
る
。目

三
三讃嘆

浅草通り五町会加盟店

商店漱飾』ξ宍国

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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ま
ま
ま
き
き
ば

膜
壁
曝
騒
麩受込麟騒動騒

一
転
論
湯
前
馨

回答・雪仏顧問弁護士

正浩長谷川

OO

【
質
問
】
　
過
日
、
私
共
の
寺
へ
、
税
務
署
か

ら
、
住
職
の
給
料
の
こ
と
で
き
き
た
い
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
応
対
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

い
き
な
り
、
過
去
帳
を
出
し
て
く
れ
と
か
、

院
号
は
い
く
ら
だ
と
か
、
は
て
は
、
銀
行
の

貸
全
庫
を
開
け
て
く
れ
と
か
い
わ
れ
ま
し
た
。

事
を
、
荒
だ
て
た
く
な
い
と
思
い
、
い
わ
れ

る
ま
ま
に
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
釈
然
と
し

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
　
（
埼
玉
県
A
寺
住
職
）

【
回
答
】
　
一
、
最
近
あ
ち
こ
ち
の
税
務
署
で

「
お
尋
ね
」
と
か
、
「
質
問
書
」
を
各
寺
院
に
送

付
し
、
寺
院
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
貴
寺
の

場
合
も
そ
の
一
環
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
税
務
署
の
調
査
は
、
相
手
方
の

同
意
を
必
要
と
す
る
任
意
調
査
と
、
同
意
を

必
要
と
せ
ず
、
実
力
行
使
が
で
き
る
強
制
調

査
と
が
あ
り
ま
す
。
又
、
任
意
調
査
は
④
税

法
に
規
定
す
る
質
問
検
査
権
の
行
使
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
と
、
◎
そ
う
で
は
な
く
純
然

た
る
任
意
の
調
査
に
分
か
れ
ま
す
。
④
の
方

は
、
任
意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
相
手
方
は
真

実
応
答
義
務
が
あ
り
、
正
当
な
理
由
が
な
い

と
検
査
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ

に
違
反
す
る
と
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
旨
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
反
し
、
◎
の
方
は
、

答
え
る
か
答
え
な
い
か
は
、
全
く
自
由
で
、

答
え
な
く
と
も
何
ら
の
不
利
益
を
う
け
ま
せ

し
て
も
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
守
ら
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
は
当
該
調
査
の

目
的
、
調
査
す
べ
き
事
頃
、
申
請
、
申
告
の

体
裁
内
容
、
帳
簿
等
の
記
入
保
存
状
況
、
相

手
の
事
業
の
形
態
等
に
か
ん
が
み
客
観
的
に

に
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
な
け

れ
ば
④
の
調
査
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
の
二
は
右
の
必
要
が
あ
る
場
合
で
も
、
二

の
必
要
性
と
、
相
手
方
の
私
的
利
益
と
の
衡

量
に
お
い
て
、
社
会
通
会
上
相
当
な
限
度
に

と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
（
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
昭
和
四
八
年

七
月
一
〇
日
決
定
）
。

　
そ
こ
で
、
寺
院
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
考

寺
院
に
対
す
る
税
務
調
査

ん
。　
二
、
昨
今
、
寺
院
に
対
し
て
、
さ
か
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
般
概
括
的
な
状
況

調
査
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
答
え
な

く
て
も
何
ら
不
都
合
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
税
務
署
の
職
員
が
寺
院
ま
で
、

わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
調
査
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
④
の
任
意
調
査
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
調
査
に
応
じ
る
前
に
、
そ
の
調
査
が
、

質
問
検
査
権
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
と
確
か

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
④

の
調
査
、
質
問
検
査
権
の
行
使
で
あ
っ
た
と

て
み
ま
し
ょ
う
。
第
一
に
宗
教
法
人
法
第
二
五

条
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
備
付
帳
簿
書
類

が
き
ち
っ
と
整
備
さ
れ
て
お
れ
ば
安
心
で
す
。

寺
院
に
対
す
る
税
金
は
、
お
お
ま
か
に
い
っ

て
、
収
益
事
業
に
課
せ
ら
れ
る
法
人
税
等
と

給
与
の
支
払
に
伴
う
源
泉
徴
収
税
の
二
つ
で

す
の
で
、
収
益
事
業
は
別
と
し
て
、
住
職
が

世
間
並
の
給
料
を
も
ら
っ
て
お
れ
ば
、
調
査

の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。

　
第
二
に
、
税
務
職
員
が
、
宗
教
法
人
に
対

し
て
調
査
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
宗
教
上
の

特
性
及
び
慣
習
を
尊
重
し
、
信
教
の
自
由
を

妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
特
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
宗
教
法

人
法
第
八
四
条
）
。
従
っ
て
、
客
観
的
に
調
査

の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
宗
教
法
入
の
特
性
や
慣
習
、
信
教
の

自
由
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
そ

の
為
に
、
調
査
が
不
完
全
な
も
の
に
留
ま
っ

て
も
現
行
法
で
は
止
む
え
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
裁
判
に
お
い
て
さ
え
、
宗
教
職

に
あ
る
者
は
、
職
務
上
知
り
え
た
秘
密
事
柄

は
証
言
を
拒
絶
で
き
る
の
で
す
か
ら
。

　
三
、
そ
こ
で
、
貴
寺
の
場
合
で
す
が
、
◎

の
全
く
の
任
意
調
査
か
ど
う
か
確
認
し
た
う

え
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
答
え
な
く
て
も
良
か

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
④
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
過
去
帳
を
み
せ
る
必
要
は
毛
頭
あ
り

ま
せ
ん
し
、
信
者
の
喜
捨
金
の
額
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
金
銭
の
多
寡
が
信
仰
の
篤

さ
と
無
関
係
だ
と
し
て
も
こ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
銀
行

の
貸
金
庫
の
開
扉
に
応
じ
る
か
ど
う
か
、
⑦

の
場
A
口
で
も
、
必
ず
し
も
応
ず
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
調
査
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
調
査
に
応
ず
る
前
に
、
直
ち
に
全
日

仏
へ
御
連
絡
下
さ
い
。
時
局
対
策
部
で
、
税

務
要
員
会
と
連
絡
を
と
り
、
適
切
な
処
理
対

応
を
と
っ
て
戴
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
2

　
・
第
4
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、

．
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

一5一

汐　　工．齢



7

1．躯‘

全　　　　仏
第3種郵便物認可

謡
講
の
本

昭和57年5月1日

「
遺
偶
の
書
」

　
遺
偶
と
は
一
、
禅
宗
の
高
僧
が
臨
終
に
あ

た
っ
て
到
達
し
得
た
悟
り
の
心
境
を
、
文
字
に

託
し
て
残
し
た
最
期
の
句
を
い
う
。

　
こ
の
た
び
、
毎
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

「
遺
偶
の
書
」
は
、
名
僧
百
三
十
余
人
の
辞
世

の
句
を
集
大
成
し
た
豪
華
写
真
図
録
。
古
田
紹

瀞
露
鋒

慧
灘
三

遷

欽
師
（
松
ヶ
岡
文
庫
長
）
の
編
纂
、
古
田
師
の

他
、
鏡
島
元
隆
パ
駒
沢
大
教
授
）
、
加
藤
正
俊
（
花

園
大
助
教
授
）
、
丸
岡
宗
男
（
禅
研
究
家
）
、
山
本

信
吉
（
文
化
庁
調
査
官
）
の
亡
師
が
解
説
を
執

筆
し
て
い
る
。

　
収
録
作
品
に
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
鑑
禅
師
・
清
拙
正
澄
の
句
「
毘
開
巻
空
、
海

水
立
　
三
十
　
三
盛
星
斗
湿
　
地
神
怒
把
　
鐵

牛
鞭
　
石
　
火
電
光
追
莫
　
及
　
珍
重
　
首
座

大
衆
」
を
は
じ
め
、
鎌
倉
時
代
の
東
福
圓
爾
．

擬
兀
大
凶
、
南
北
朝
時
代
の
宗
峰
妙
超
・
寂
室

元
光
・
徹
翁
義
享
、
室
町
時
代
の
一
休
宗
純
の

も
の
な
ど
、
多
数
の
重
要
文
化
財
も
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。

　
古
田
師
は
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
で
、
「
墨
蹟
に

あ
っ
て
、
そ
の
禅
的
体
験
の
深
さ
、
鋭
さ
が
最

も
厳
し
く
知
ら
れ
る
も
の
は
、
何
ん
と
い
っ
て

も
遺
偶
の
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

〈
無
V
の
極
限
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
集
約

さ
れ
た
力
と
し
て
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
高
僧
と
い
わ
れ
た
人
た
ち
が
、
最
後
に
到

り
つ
い
た
境
地
を
知
る
こ
と
は
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
に
は
、
カ
ラ
ー
四
八
頁
、
モ
ノ
ク
ロ
一

一
二
頁
の
写
真
の
他
、
各
句
に
つ
い
て
詳
し
い

解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
専
門
家
以
外
で
も

わ
か
り
や
す
い
。
ま
た
布
表
紙
、
外
界
付
と
造

本
も
非
常
に
豪
華
だ
。
応
接
間
な
ど
に
置
く
と

似
合
い
そ
う
だ
。
こ
の
写
真
図
録
、
全
日
本
仏

教
会
で
も
推
薦
し
て
い
る
。

　
（
B
4
判
、
二
四
〇
頁
、
二
六
、
○
○
○
円
、

東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
一
一
一
、
毎
日
新
聞

社
出
版
局
）
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日
常
わ
れ
わ
れ
は
何
気
な
く

仏
教
語
を
口
に
し
な
が
ら
、
そ

の
ル
：
ツ
を
知
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。
「
だ
ら
し
が
な
い
」
な
ど

も
そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
が
仏
教

語
か
、
と
驚
く
の
が
関
の
山
で

あ
る
が
事
実
は
そ
の
と
お
り
で
、

「
だ
ら
し
」
の
語
源
に
は
次
の

二
説
が
あ
る
。

　
一
つ
は
、
漢
字
を
当
て
て
「
駄

萬
次
」
と
書
く
。
「
駄
」
は
「
駄

馬
」
「
駄
菓
子
」
「
駄
作
」
な
ど
、

ね
う
ち
の
な
い
安
物
を
示
す
接

と
い
う
よ
う
な
下
血
の
方
言
が
は
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
本
来
「
修

多
羅
が
な
い
」
と
い
う
べ
き
時
も
、
「
シ
ダ
ラ
」

を
ひ
つ
く
り
返
し
て
「
ダ
ラ
シ
」
と
読
み
、

「
ダ
ラ
シ
が
な
い
」
と
な
っ
た
ら
し
く
、
式

亭
三
馬
の
『
浮
世
床
』
に
も
出
典
が
見
出
せ

る
、
と
す
る
説
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
の
語
源
が
正
し
い
の
か
、
に
わ
か

に
断
定
は
し
に
く
い
が
、
と
に
か
く
、
「
二
次
」

と
か
「
修
多
羅
」
と
い
う
仏
教
語
か
ら
転
託

し
て
「
だ
ら
し
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
生

れ
た
こ
と
は
、
推
察
で
き
る
。

　
現
代
、
一
般
に
坊
さ
ん
が
七
条
ま
た
は
五

頭
語
で
あ
る
が
、
「
繭
次
（
ら
っ
し
）
」
は
僧
の

修
行
を
積
ん
だ
年
数
に
よ
る
席
次
を
あ
ら
わ

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
「
繭
次
」
が
な
い
と
年

功
の
序
列
が
乱
れ
、
無
秩
序
と
な
る
。
そ
の

状
態
を
罵
っ
て
「
駄
」
を
つ
け
、
「
駄
繭
次
が

な
い
」
の
語
が
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
解
釈
は
、
「
ふ
し
だ
ら
」
と
関

係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
不
修
多
羅
」
か
ら

来
た
も
の
で
、
修
多
羅
（
梵
語
ス
ー
ト
ラ
の

早
々
）
は
物
を
貫
き
綴
る
紐
、
つ
ま
り
経
（
た

て
い
と
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
の
な
い
状

態
は
、
乱
れ
た
、
規
律
の
失
わ
れ
た
、
締
り

の
な
い
形
を
意
味
し
て
「
ふ
し
だ
ら
」
と
い

っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
昔
、
江
戸
時
代
に
は
、
「
煙
管
」

を
キ
セ
ル
と
い
わ
ず
に
、
ふ
ざ
け
て
セ
ル
キ

が
、ゆ
た
ら
）

び
方
を
知
ら
な
い
と
恥
を
か
く
が
、

り
解
け
た
り
し
て
も
み
っ
と
も
な
い
。
ま
た
、

大
き
な
法
要
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て
、
衆
僧

の
行
道
な
ど
が
、
序
列
・
服
装
そ
の
他
の
関

係
で
乱
れ
る
場
合
、
こ
れ
も
ま
こ
と
に
醜
い

姿
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
「
だ
ら
し
な
い
」
と
い
う
表
現

が
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
語
源
は
ど

う
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
見
て
く
る
と
、
や
は

り
坊
さ
ん
の
行
動
そ
の
も
の
に
起
因
し
た
仏

教
語
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
間
違
い
な
さ
そ

う
で
あ
る
。

　
　
　
（
浄
土
宗
出
版
室
長
・
宝
田
正
道
）

条
の
袈
裟
を
着
け
る
時
、
縫
帯
と
か
色

帯
と
か
呼
ぶ
組
紐
を
花
塚
状
に
結
ん
で

袈
裟
の
背
後
に
垂
れ
る
よ
う
に
す
る
の

普
通
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
修
多
羅
」
（
し

　
　
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緩
ん
だ

r
i
i
「
聖
．
i
i
i
i
臨
聖
亀
一
辱
ー
ー
1
董
i
i
り
惣
聖
噛
亀
9
1
i
「
l
i
・
一
暑
9
一
・
、
1
己
、
ー
ー
璽
l
i
馳
！
！
●
i
・
辱
ー
ー
i
i
一
・
ー
ー
ー
魯
三
・
讐
1
・
9
馳
i
・
一
！
9
愛
！
量
・
量
i
・
一
聖
馳
i
i
i
i
・
1
・
l
i
伽
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ル
ン
ビ

ニ
ー
復
興
討
議

タ
イ
国
王
に
も
謁
見

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の
執
行
委
員

会
な
ら
び
に
副
会
長
合
同
会
議
に
出
席
す
る
た

め
、
全
仏
の
代
表
団
一
行
が
、
去
る
四
月
六
日
、

成
田
空
港
を
出
発
し
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク

へ
向
か
っ
た
。

　
今
年
は
、
バ
ン
コ
ク
建
都
二
百
年
に
当
た
り
、

討
議
す
る
各
国
代
表

そ
の
記
念
行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全

仏
か
ら
は
、
金
子
会
長
の
代
行
と
し
て
小
峰
順

誉
副
会
長
、
な
ら
び
に
執
行
委
員
の
鎌
田
国
際

部
長
、
随
行
と
し
て
小
峰
国
際
部
主
事
の
三
人

が
黄
昏
の
日
本
を
後
に
し
た
。

　
一
行
は
夜
半
の
午
後
十
一
時
半
、
バ
ン
コ
ク

国
際
空
港
に
到
着
、
小
谷
W
F
B
事
務
次
長
の

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
た
だ
ち
に
宿
泊
所
で
あ

り
、
会
議
場
に
も
あ
て
ら
れ
て
い
る
、
ニ
ュ
ー

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ホ
テ
ル
へ
入
っ
た
。

　
翌
七
日
、
午
前
に
バ
ン
コ
ク
の
日
本
大
使
館

へ、

ｬ
木
曽
本
雄
大
使
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ

し
て
午
後
二
時
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し

弓
た
、
サ
ン
や
W
F
B
会
長
代
行
を
は
じ
め
、
各

国
の
代
表
約
二
十
人
は
、
専
用
バ
ス
で
タ
イ
国

王
に
謁
見
す
る
た
め
、
王
宮
へ
と
向
か
っ
た
。

　
到
着
約
一
時
間
後
、
一
行
は
タ
イ
国
王
、
プ

ミ
ポ
ン
・
ア
デ
ン
ヤ
デ
ッ
ト
閣
下
に
謁
見
、
席

上
、
小
峰
副
会
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
全
仏
が

集
め
た
、
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
被
災
民
救
援
金

約
三
万
五
千
ド
ル
が
、
国
王
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　
国
王
は
、
大
変
お
喜
び
の
様
子
で
、
「
日
本
の

方
々
が
仏
教
精
神
を
通
し
て
、
貧
困
に
あ
え
い

で
い
る
人
た
ち
に
、
豊
か
な
慈
悲
と
同
情
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
翌
日
、
執
行
委
員
会
、
副
会
長
合
同
会
議
の

席
上
、
サ
ン
や
氏
か
ら
、
救
援
金
の
お
礼
と
し

て
、
花
が
小
峰
副
会
長
へ
贈
ら
れ
た
。
ま
た
鎌

田
国
際
部
長
か
ら
、
救
援
金
の
利
子
も
W
F
B

で
使
っ
て
ほ
し
い
と
提
案
が
出
さ
れ
る
と
、
感

謝
の
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
会
議
の
主
な
議
題
の
う
ち
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復

興
問
題
に
つ
い
て
は
、
W
F
B
と
し
て
中
央
友

情
橋
に
協
力
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
ネ
パ
ー
ル
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
た
ア

ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
僧
正
か
ら
、
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興

は
、
も
う
か
な
り
以
前
か
ら
提
唱
さ
れ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
現
地
に
お
け
る
計

画
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
一
日
も

早
く
進
展
す
る
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
一
九
八
三
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
第
十
四
回
W
F
B
世
界

仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
、
九
日
の
会
議
席
上
、

同
国
政
府
関
係
者
か
ら
、
総
選
挙
の
日
程
や
気

候
な
ど
の
関
係
か
ら
、
大
会
は
五
月
以
後
に
な

る
だ
ろ
う
と
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
会
議
で
は
さ
ら
に
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

で
活
動
し
て
い
る
た
め
か
、
W
F
B
本
部
に
設

立
さ
れ
て
い
る
難
民
救
援
事
務
局
に
は
、
ほ
と

ん
ど
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
の
報
告
が

あ
り
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
の
要
請
が

出
さ
れ
た
。

　
九
日
夜
、
W
F
B
関
係
者
は
ホ
テ
ル
主
催
の

パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ
歓
談
し
、
翌
十
日
の
早

朝
、
マ
リ
カ
事
務
次
長
ら
の
見
送
り
を
受
け
て

バ
ン
コ
ク
を
出
発
、
午
後
九
時
過
ぎ
、
無
事
成

田
空
港
へ
帰
国
し
た
。

豪華写真図録

　
　　

@
謡
付

　
　
×
セ
表
函
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磯
布
外
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禅僧が厳しい修業の末

到達した大悟の心境！
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在
日
外
国
人
に
日

本
の
仏
教
文
化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
来
た

る
六
月
五
日
（
土
）
に
、
日
光
（
輪
王
寺
、
東

照
宮
な
ど
）
へ
の
日
帰
リ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画

し
て
い
る
。
説
明
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る

が
、
興
味
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
新
宿

区
西
新
宿
三
－
五
一
三
－
八
〇
二
、
山
田
方
、

仏
教
英
語
研
究
会
、
〇
三
－
三
四
ニ
ー
六
六
〇

五
ま
で
。 日

光
ヘ
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
仏
教
英
語
研
究
会
で

仏
教
英
語
研
究
会
で
は
、

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
聖
徳
宗

　
▼
間
中
定
泉
管
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
い

管
長
に
大
野
可
円
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
▼
山
田
無
文
管
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
い

管
長
に
松
山
隠
密
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
本
門
軍
立
宗

　
▼
石
岡
日
養
占
有
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
い

講
有
に
西
村
日
地
宗
務
総
長
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
顕
本
法
華
宗

　
▼
近
津
日
成
管
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
い

管
長
に
大
矢
円
城
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
真
言
宗
御
室
派

　
▼
橋
本
隆
癒
宗
務
総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

宗
務
総
長
に
石
井
玄
妙
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
曹
洞
宗

　
▼
田
中
亮
三
宗
務
総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

宗
務
総
長
に
伊
藤
治
雄
師
が
選
出
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
　
五
月
一
日
発
行

　
　
　
　
五
月
号
　
第
二
七
八
号

　
　
　
本
山
修
験
宗

　
▼
岩
本
光
徹
管
長
の
逝
去
に
伴
い
、
第
二
代

管
長
に
伊
丹
光
淳
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
岐
阜
県
仏
教
会

　
▼
大
石
好
文
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
会
長

に
加
納
博
司
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
岩
手
県
仏
教
会
連
盟

　
▼
熊
谷
隆
正
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
会
長

に
高
橋
雄
旧
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
静
岡
県
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で
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。
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管
長
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いまがネコソギ粒剤を買うチャンス．〃

ネコソギ粒剤は安全で、水にとかす必要もなく、散

布するだけの除草剤です。いま3ケースお買上げの

方に広い墓地も楽々散布ができる散粒機を進呈中〃

ぜひこの機会にお買求めください。

いまがネコソギ粒剤を撒くチャンス〃

ネコソギ粒剤は雑草の生える前から草丈20cmまでの

時に散布すると最も効果があり、その上約6ヵ月間

雑草の発生をおさえますので、その間は雑草なし〃

ぜひこの機会に墓地の除草をしてください。
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